
        マニュアルの記⼊要領について(セメント) 
 
● 化学物質管理者が記載（前⽇までに） 
１ マニュアルに貴社名、元請名、作業所名、作業内容、作業期間を記載してく
ださい。 
  使⽤する製品の SDS を確認します。製品のラベルと SDS の項⽬番号１に

記載されている製品名が⼀致していることを確認します。 
 マニュアルの製品名とメーカーの欄を記⼊します。 
 
２ SDS の項⽬番号２の危険有害性の要約 GHS 分類、健康に対する有害性

をチェックします。ラベル要素の絵表⽰のシンボルを確認します(腐⾷性
（(    、どくろ     、感嘆符      、健康有害性      )。 

 
３ SDS の項⽬番号３の組成、成分情報を確認します。含まれている成分が、

マニュアルの裏表紙に記載されている場合は、□にチェックを⼊れてくださ
い。 

  チェックを⼊れた物質について、○有 、○特 、○ヒ の対象となっているか確認して
ください。 

  発がん物質の有無を確認し、有の場合には、発がん物質の欄に化学物質名を
記載します。作業記録（作業マニュアル）、健康診断の保存期間が 30 年とな
ります。 

 
● 保護具着⽤管理責任者が記載（化学物質管理者が記載内容を確認後、作業前

⽇までに） 
４ 記載⽇の作業内容を従事する作業名に○A ○B 記⼊してください。 
 
５ 作業内容・換気状態に応じた呼吸⽤保護具等（以下「保護具」という。）を

選択し、作業当⽇に着⽤する保護具等を確認し、「保護具着⽤管理責任者（前
⽇までに）」の欄に保護具名を記載してください。作業内容・換気状態に応じ
た呼吸⽤保護具等ご合致しているか確認してください。 

 
●保護具着⽤管理責任者または、職⻑が記載（作業当⽇） 
６ 従事する作業名（○A ○B ）、実際に使⽤する保護具を記載してください。保護

具着⽤管理責任者または、職⻑は、上段の欄に記載されているものと合致して
いるか確認してください。 

  
●各作業員がサイン（作業開始前） 
７ 作業内容、保護具等の確認後、各作業員が全員サインをしてください。 
 
● 職⻑が記載（作業終了時） 
８ 作業終了時に、異常の記録欄に異常があった場合はその内容を、ない場合に

は、無と記載してください。 
 
● 元請が記載（作業終了後） 
９ 元請は、異常の記録欄が記載されていることを確認し、元請が確認欄にサイ

ンしてください。 
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